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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ATP依存性DNAリガーゼタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、DNA複製、組換え、および塩基除去修復プロセスにおいて機能します。この遺伝子の変異によりDNAリガーゼIの欠損が生じると、免疫不全症およびDNA損傷因子に対する感受性の亢進が起こります。この遺伝子の破壊は、様々な癌と関連する可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2014年1月],触媒活性：ATP + (デオキシリボヌクレオチド)(n) + (デオキシリボヌクレオチド)(m) = AMP + 二リン酸​​ + (デオキシリボヌクレオチド)(n+m).,補因子：マグネシウム.,疾患：LIG1の欠陥は、免疫不全およびDNA損傷因子に対する細胞過敏症を引き起こすようです。,機能：DNA複製、DNA組換え、DNA修復中に二本鎖DNAの切断を修復するDNAリガーゼ。,オンライン情報：DNAリガーゼエントリ,オンライン情報：LIG1変異db,類似性：ATP依存性DNAリガーゼファミリーに属します。,
	研究分野
	DNA 複製、塩基除去修復、ヌクレオチド除去修復、ミスマッチ修復
	画像データ
	

	DNL1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	DNL1抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000 に希釈した DNA リガーゼ I ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

